
25/36位 25/36位 順位 33/36位 33/36位

6.9% 8.2% どちらかといえば不満 32.1% 33.6%

0.9% 0.7% 不満である 7.1% 7.0%

３．市民意向調査結果

施策の重要度 前回 今回 施策の満足度 前回 今回

重要である 38.2% 37.4% 満足している 2.7% 1.9%

43.5% 43.0% どちらかといえば満足 38.1% 38.2%

１．施策の目標

めざす姿

（成果目標）
自然と都市が調和した計画的な土地利用が行われ、地域拠点連携を踏まえたコンパクトで機能的なまちづくりができている。

取組方針

効率的で持続可能な都市経営の観点から、多様な都市機能が集積する中心市街地などの既成市街地と個性のある周辺

地域の、それぞれの役割と規模に応じた拠点性の向上を図りながら、自然と都市が調和した計画的な土地利用を推進しま

す。また、中山間地域においては、豊かな自然環境と地域住民の生活環境との調和を図りながら、自然の持つ多面的機能を

将来世代が享受できるよう、土地の適切な管理・保全を図ります。

自然と都市が調和した計画的な土地利用が行われていると

感じる市民の割合

単位

％

２．施策の意図と成果指標

対象（誰、何を対象としているのか）＊人や自然資源等 市民

意図
（この施策によって対象をどう変えるのか）
各種法規制の運用等による適正な土地利用の規制・誘導、計画的な地籍調査の実施等を行

い、自然と都市が調和した計画的な土地利用が行われていると感じる市民の割合を高める。

成果指標 Ａ

施策の進捗管理シート

令和 3 年度

施策№ 10 施　策　名 計画的な土地利用の推進
課　長　名

（施策統括責任

総

合

計

画

体

系
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堤　雅文

関係課 都市政策課　用地対策課　建築指導課　北部建設事務所　南部建設事務所

都市政策課

H30 基準

53.2

計画

実績
R01

計画

実績
R02

計画

実績
R03

計画

実績
R04

計画

実績
R05 目標R06

57.3
52.7

53.2

54.8

54.2 55.3 56.353.2

順位

重要ではない

あまり重要ではない

ある程度重要である

50.0

52.0

54.0

56.0

58.0

基準(H30) R01 R02 R03 R04 R05 目標(R06)

計画 実績


